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　国立大学を運営するうえで主要な財源となる運営

費交付金は、大学改革促進係数が課せられ毎年減額

措置されております。このような状況において、第

２期中期目標達成のため自主自立的な財政運営を目

指し取り組んできたところです。

　私は、平成20年４月秋田大学長に就任し、同年

９月教育・研究・社会貢献・国際化・経営の５つの

柱からなる「吉村プラン」を策定いたしました。本

学の基本理念・基本的目標、また法人における中期

目標・中期計画の実現・達成に向け進めてこられた

ものと思っております。また、平成23年４月から

２期目の学長職を迎えておりますが、同年９月には

第２期の吉村プランを策定しております。

　このプランは、第１期吉村プランの達成状況、第

１期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結

果及び平成23年２月に実施した外部評価の結果などを踏まえたものとなっております。さら

に、未だ深い爪痕を残す東日本大震災への対応や地域防災の在り方についても意識した内容と

なっております。

　国立大学を取り巻く状況は厳しさを増す一方ですが、秋田大学がこれまでにも増して地域に

根差ざし、必要とされる存在であり続け、また、何を期待され、果たすべき役割は何かを問い

続け、実践する視点を持ち続けたいと考えております。

　今後とも秋田大学を支えて下さる皆様方からのより一層のご指導、ご支援を賜りますようよ

ろしくお願いいたします。

国立大学法人 秋田大学

　　学 長　吉　村　　昇
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　秋田大学地域創生センターは、「地域再生のため

の知の創生の見地から、地域と連携し、地域の活

性化、教育活動、住民活動への助言や地域の防災

等に関する研究と支援等を行い、地域の発展及び

安全・安心な地域社会の形成に寄与する」ことを

目的に平成23年４月に設立されました。

　秋田大学が実施する「地域との連携･地域への貢

献」活動について『地域協働部門』の活動を明確

にすることで、地域の持続可能な発展について、

寄与していきます。

　また、平成23年９月には『地域防災部門』を開

設し、地震災害について調査･研究し、地域の防災

対策に取り組んでいきます。

　秋田大学医学部附属病院シミュレーション教育

センターは、秋田県内医療人の更なるスキルアッ

プと質の高い専門医の養成に繋げ、医学シミュレー

ション教育が秋田県の医療再生の礎となるよう、

秋田県と秋田大学の協同によって、平成24年３月

に開設されました。

　センターには、スキル向上のための各種シミュ

レーターなどを配備しているラボや研修室、画像

診断能力の向上のための画像診断学習室、TV会議

システムを利用できるTVセミナー室などがあり、

シミュレーション教育･研修を医学･医療に積極的

に取り入れ、質の高い医療人の養成を目指してい

ます。
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　秋田大学附属図書館本館は、平成22年８月から

改修工事を行っていましたが、平成２３年４月に

リニューアルオープンし、明るく、使いやすく、

多機能に利用できる学びの場として生まれ変わり

ました。

　分散していた資料を集約することで利便性を高

めるとともに多様化する学習スタイルに対応でき

るようコモンズ（学生の主体的な学習活動を支援

する場）や個室の機能を充実させ、これまで以上

に学びをサポートできる体制になりました。

　秋田大学は、世界に開かれた大学として国際交

流の拡大を図っています。そのために、学生及び

教職員の海外留学･派遣の促進と、多くの外国人留

学生を受け入れるための環境整備に努めています。

　平成23年度は、新たにカザフスタンの大学と

大学間協定を結び、中国、フランスの大学と部局

間協定を結びました。大学間協定は16カ国・地域

36大学、部局間協定は９カ国・地域17学部等と

なりました。

　今後も、協定校との学術交流、学生交流を推進し、

積極的な国際交流を進めていきます。
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　授業料免除枠拡大等に伴う奨学費の増加などにより、
279百万円増加しています。

　特別経費採択事業や鉱業博物館模様替などにより、 128
百万円増加しています。

　病棟改修に伴う移転費など業務委託費の増加などにより、
471百万円増加しています。

　７ ： １看護職員体制の整備や補助金獲得などにより、 568
百万円増加しています。

　東日本大震災対応関係や節電対策関係などにより、 96
百万円増加しています。

　経常利益は78百万円となっているものの、 会計基準の改
訂に伴う臨時損失の計上により、 当期総損失が42百万円と
なっています。

　病棟改修に伴う移転費等、 業務達成基準の適用などに
より、 1,250百万円増加しています。

　授業料を財源とした固定資産の取得の増加に伴う授業料
収益の減少などにより、 98百万円減少しています。

　入院診療単価の増加や外来患者数の増加などにより、
257百万円増加しています。

　受託研究費等の受入の減少により、 4百万円減少しています。

　設備整備費補助金の減少などにより、 39百万円減少して
います。
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　一事業年度における国立大学法人等の業務運営に
係る国民負担額 （税金等により国民が負担しているコ
スト） を表示し、 報告するものです。
　平成23事業年度における本学の業務実施コスト119億
円となっています。 日本人人口 （約１億2,779万人） に
基づき国民１人当たりに換算した負担は93円となってい
ます。

　運営費交付金とは、 国立大学法人が業務運営を行う
財源として、 国から交付されるもののことをいいます。
　国が算定する授業料や附属病院収入などの大学収
入と、 同じく国が算定する教育 ・ 研究 ・ 診療などに要
する事業費との差額として措置されます。
　平成23事業年度において本学に交付された運営費交
付金は10,107百万円となっています。

　国立大学法人の施設整備は、 国から措置される施設
整備費補助金と、 国の配分方針に基づき国立大学財
務 ・ 経営センターから措置される施設費交付金を財源
に事業を行っています。
　平成23事業年度の施設費は595百万円となっていま
すが、 附属病院再開発計画等の財源として、 国立大
学財務 ・ 経営センターの貸付制度から2,942百万円を
借入れて再開発事業を実施しています。

　運営費交付金、 施設費及び補助金以外にも国や地
方公共団体及び民間の企業等から、 受託研究や受託
事業等として多くの資金を受入れ教育研究を行ってい
ます。
　平成23事業年度の受託研究等の受入額は392百万
円となっています。 また、 受託事業等の受入額は110
百万円となっています。

　本学の研究者や研究グループは、 独創的 ・ 先駆的
な教育研究を発展させるべく多くの補助金を獲得してい
ます。
　平成23事業年度は442百万円となっていますが、 この
資金は 「預り金」 として法人の収入とは区別して経理
しています。 　また、 これらの補助金に係る間接経費は
117百万円となっていて、 この経費は法人の収入として
経理されています。
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　医学部附属病院の収益構造は、 附属病院セグメ

ント情報に示すとおり附属病院収益が収益全体の

82％を占めており、 病院経営における最も重要な

要素となっています。

　平成23年度は、 病院再開発等の影響に伴い、

病床数が減ったことなどにより入院患者数が減少し

ておりますが、 外来患者数や手術件数の増加など

により、 附属病院収入は昨年度よりも増えており、

附属病院収益も同様に増加しました。

　費用に関しては、 附属病院収益の増加に伴う医

薬品費及び診療材料費の増加や病棟再開発等に

よる業務委託費の増加など、 診療経費が増加して

います。

　以上のように平成23年度決算においては、収益・

費用ともに増加しましたが、 業務損益としては約

２億５千万円の利益が計上されています。

　平成22年度の厨房 ・ 中央材料部等改修に続き、

平成23年度は、 第一病棟西側 （旧西病棟） 及び

集中治療部の改修が終了しました。 引き続き、 第

一病棟東側 （旧東病棟） の改修などを行っていく

予定です。

　また、 秋田県と秋田大学の協同による地域医療

再生計画の一環として、 医療シミュレーション教育

を目的としたシミュレーション教育センターが平成

24年３月に開設されました。センター内の各種シミュ

レーションを用いて医療技術を習得し、 秋田県内

の医療人の更なるスキルアップとより質の高い医療

人の育成を目指しています。

　東日本大震災への対応として、 平成22年度から

引き続き平成23年７月までの間、 主な支援先であ

る岩手県立高田病院などに医療関係者延べ123名

を派遣し、被災地への医療支援活動を行いました。
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